
1 

理事会規程 

 

 

（目的） 

第１条 この規程は一般社団法人大学IRコンソーシアム（以下「コンソーシアム」）の定款第 

４２条の規程に基づき、理事会の運営について必要な事項を定める。 

２ 本規程の適用に関し疑義を生じた場合は、理事会の決議による。 

 

（権限および責任） 

第２条 理事会は、次の事項について決定する。 

（１）社員総会の決議に基づくコンソーシアムの重要事項 

（２）法令または定款の定めによる理事会で決議すべき事項 

 

（構成） 

第３条 理事会は、理事全員をもって構成する。 

２ 理事の中から会長（一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律第４８号）上の

代表理事）及び副会長を選定する。 

 

（招集権者） 

第４条 理事会は、会長が招集する。ただし、会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは、

副会長が理事会を招集する。 

 

（招集通知） 

第５条 理事会を招集する者は、理事会の日時、場所、目的その他必要な事項を記載した書面ま

たは電磁的方法をもって、理事会の日の1週間前までに、各理事及び各監事にその通知を発しな

ければならない。ただし、緊急の必要がある場合は、この期間を短縮することができる。 

２ 理事及び監事の全員の同意があるときは、招集の手続を経ることなく理事会を開催すること

ができる。 

 

（議長） 

第６条 理事会の議長は、会長がこれにあたる。ただし、会長に事故があるとき、又は会長が欠

けたときは、副会長が議長となる。 

 

（議決権） 

第７条 理事会の決議は、定款に別段の定めがある場合を除き、議決に加わることができる理事

の過半数が出席し、その過半数をもって行う。 

２ 決議について特別の利害関係を有する理事は、議決に加わることができない。 

 

（他の者の出席） 
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第８条 理事会において必要と認めたときは、理事以外の者を理事会に出席させ、その意見また

は報告を求めることができる。 

 

（決議事項） 

第９条 次に掲げる事項は、法令または定款に定められた事項およびこれに類する事項であり、

理事会の決議を経なければならない。 

（１）運営方針に関する事項 

ア． 運営理念の制定および改廃 

イ． 運営ビジョンの決定 

（２）事業計画に関する事項 

ア． 長期・中期の事業計画の決定 

イ． 年度事業計画の決定 

（３）社員総会に関する事項 

ア． 社員総会の招集・日時・場所の決定 

イ． 社員総会に付議する議題ならびに提出する議案と書類の決定 

（４）計算に関する事項 

貸借対照表、損益計算書、事業報告、およびその附属明細書の承認、ならびに決算の

確定 

（５）その他の事項 

ア． コンソーシアム運営上重要な規程・規則の制定および改廃の決定 

イ． その他、法令、定款または理事会決議により定める事項 

 

（議事録） 

第１０条 理事会の議事については、その経過の要領および結果ならびにその他法令に定める事

項を記載した議事録を作成し、議長及び出席監事はこれに記名押印する。 

２ 理事会の決議に異議をとなえた理事及び監事があるときは、その旨を議事録に記載すること

を要す。 

３ 議事録は１０年間事務局に備え置くものとし、その閲覧等に関しては法令の定めるところに

よる。 

 

（規定の改廃） 

第１１条 本規程の改廃は、理事会の決議により行う。 

 

 

附則 

この規程は、２０１８年４月４日から施行する。 


